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補正予算1,508万4千円を可決　国保税引き下げ

DTP
金比羅堤防強化の要望書を提出　町のふところ具合　６議員町の考えをただす

DTP
勝浦中学校は危険　８人家族の洗濯は大仕事

DTP
生比奈保育所七夕まつり



議会だより かつうら ２

６月定例会

障害者認定審査会共同設置負担金
上勝町、佐那河内村から 77万9千円

情報通信費負担金
上勝町から　　　　　　258万6千円

電気通信設備貸付収入
NTT西日本−四国から 1,130万8千円

前年度繰越金 113万1千円

情報通信設備保守委託料
NTT西日本−四国へ　1,350万6千円

障害者福祉費 229万8千円

一
千
五
百
八
万
四
千
円
の

補
正
予
算
を
可
決

補正予算の内容

上
勝
町
、
佐
那
河
内
村
と
の
障
害
者
程
度
区
分

認
定
審
査
会
委
員
の
定
数
は
条
例
で
十
人
以
内

と
な
っ
て
い
る
が
、
五
人
で
出
発
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

今
は
件
数
が
少
な
い
の
で
五
人
か

選
任
し
て
い
な
い
が
、
将
来
、
数

が
増
え
た
場
合
を
考
え
十
人
と
し
て
い
る
。

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
に
関
し
て
県
は
立
て

替
え
払
い
の
方
針
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
負
担

が
要
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
外
で
治

療
を
受
け
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

国
保
連
合
会
と
協
議
中
で
ま
だ
結

論
は
出
て
い
な
い
。

問
主
な
質
疑

六
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
九
日
間
開
か

れ
、
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
提
出

の
意
見
書
と
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
改
正
な
ど
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
な
ど
の
報

告
と
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
六
議
員
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

歳入

歳出

答
福
祉
課
長

問答
福
祉
課
長

DTP
一千五百八万四千円の補正予算を可決



平成17年度

土地開発公社の決算内容

議会だより かつうら３

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事

人権擁護委員

寺 尾 弘 惠 氏（星谷）

の推薦に同意しました。

ず
さ
ん
な
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
に
抗

議
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め

る
意
見
書

◆
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
食
品
安
全
担
当
大
臣
、

県
選
出
国
会
議
員

土地賃貸収入 ナカテツから

568万8千円

借入金 1億4,530万9,130円

繰越金　　　　　 63万6,562円

利　息　　　　　　　　 643円

収入合計 1億5,163万4,335円

土地取得造成費　 88万3,874円

管理費 4万4千円

借入金償還　 1億4,949万545円

支出合計 1億5,041万8,419円

差引残高 121万5,916円

収入

支出

五
月
二
十
三
日
に
開
か
れ
、
町
長
か
ら
介
護

保
険
の
税
率
引
き
上
げ
や
、
年
金
、
老
齢
者
控

除
の
見
直
し
に
よ
り
、
負
担
が
増
え
る
高
齢
者

に
配
慮
し
、
国
保
会
計
に
も
ゆ
と
り
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
い
た
い
と

提
案
が
あ
り
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険

税率を引き下げ
▲

DTP
第一回臨時会

DTP
議員提出議案



町
税
賦
課
徴
収
条
例
改
正

に
よ
っ
て
税
率
を
フ
ラ
ッ

ト
化
す
る
と
い
う
が
、
ど
う
な
る

の
か
。

個
人
住
民
税
に
つ

い
て
は
一
律
十
％

に
な
る
。

◎
委
員
会
と
し
て
本
会
議
に
上
程

す
る
こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
、
六
月
一
日
に
委

員
会
を
開
き
、
平
成
十
八
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
浦
中
学
校

の
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
、
校

舎
、
体
育
館
と
も
危
険
性
が
高
い

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

危
険
だ
と
診
断
さ
れ
た
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

町
の
防
災
五
ヵ
年
計
画
に
中
学

校
の
耐
震
化
を
入
れ
て
あ
る
の
で
、

国
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
。
議

会
や
関
係
団
体
と
協
議
し
対
応
し

た
い
。

勝
浦
町
、
上
勝

町
、
佐
那
河
内
村
障
害
程
度
区
分

認
定
審
査
会
の
共
同
設
置
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
、
メ
ン
バ
ー

構
成
は
。

初
年
度
は
一

年
、
次
年
度

か
ら
二
年
任
期
と
す
る
。
委
員
は

社
会
福
祉
士
や
精
神
科
医
師
な
ど

に
お
願
い
す
る
。

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
改
正
は

県
の
制
度
で

は
六
百
円
の

自
己
負
担
と
窓
口
で
医
療
費
を
全

額
支
払
い
、
後
で
返
金
さ
れ
る
方

式
だ
が
、
町
条
例
で
は
自
己
負
担

も
立
て
替
え
払
い
も
不
要
な
方
式

を
検
討
し
て
い
る
。

五
月
十
六
日
と
三
十
一
日
に
委

員
会
を
開
き
、
十
七
、
十
八
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
勝
浦
町
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
と
、
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
審

議
し
ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
の
設
備
の
賃
貸
借
に
関
す

る
契
約
と
、
町
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

町
の
年
間
負
担
金
は
い
く

ら
か
。
ま
た
保
守
に
対
す

る
責
任
と
連
絡
先
は
。

約
五
百
万
円
で
、

故
障
な
ど
の
連
絡

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
︱
四
国
で
あ
る
。

福
祉
課
長
か
ら

問

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

年
間
負
担
金
は

約
五
百
万
円

問

答
福
祉
課
長

参
事
か
ら

問

問

教
育
委
員
会
か
ら

答

参
事

議会だより かつうら ４

耐震性が低い中学校

勝
中
耐
震
診
断

校
舎
・
体
育
館
と
も

危
険

答
福
祉
課
長

問答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

税源移譲後の所得税・個人住民税の税率

★所得税 (課税所得) (税 率)

〜195万円 ５％

195万円〜330万円 10％
330万円〜695万円 20％
695万円〜900万円 23％
900万円〜1800万円 33％
1800万円〜　　　　　 40％

★個人住民税 一 律 10％

（内訳）道府県民税 4％ 市町村民税 6％

答

参
事

DTP
委員会ハイライト

DTP
文教厚生常任委員会

DTP
総務産建常任委員会

DTP
年間負担金は約五百万円
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七
月
六
日
、
中
田
町
長
か
ら
徳
島
土

木
事
務
所
長
お
よ
び
、
徳
島
県
河
川
課

長
に
金
比
羅
堤
防
の
強
化
に
関
す
る
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
提
出
に
は
、
岡
本
県
議
、
中

田
町
長
、
森
議
長
、
原
田
勝
浦
川
整
備

促
進
特
別
委
員
長
ほ
か
委
員
、
中
角
区

役
員
、
お
よ
び
担
当
者
が
出
席
し
、
町

長
か
ら
集
中
豪
雨
や
台
風
時
の
水
位
上

昇
時
に
は
、
堤
防
裏
の
田
畑
各
所
で
漏

水
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
甚
大

な
被
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
、
住
民
の

安
心
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
金
比

羅
堤
防
強
化
の
改
修
を
行
う
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

徳
島
土
木
事
務
所
長
か
ら
、
勝

浦
川
堤
防
に
つ
い
て
は
下
流
か
ら

順
次
改
修
を
進
め
て
い
る
が
、
今

回
、
要
望
箇
所
で
あ
る
金
比
羅
堤

防
に
つ
い
て
も
現
場
を
確
認
し

て
、
当
面
は
災
害
復
旧
事
業
で
取

り
組
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

漏
水
箇
所
の
確
認
な
ど
地
元
の
協

力
も
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

中
角
、
金
比
羅
堤
防
強
化
の

要
望
書
を
提
出

DTP
平成17年度末の町のふところ具合

DTP
財政調整基金

減債基金

横瀬橋架替周辺対策基金

地域福祉基金

自ら考え自ら実践する地域づくり基金

国民健康保険財調基金

その他基金

病院会計

各種引当金

減価償却累計

預貯金合計

DTP
普通会計

特別会計

簡易水道

集落排水

その他

病院会計

借金合計

DTP
普通会計

特別会計

病院会計

現金扱い分
合計

DTP
預貯金等

DTP
借金

DTP
現金扱い分
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一 般 質 問

国
民
健
康
保
険
会
計
の

積
立
金
等
が
四
億
円
程

度
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
七

年
間
で
一
億
円
の
国
保
税
を
軽

減
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容

が
良
好
な
た
め
に
交
付
さ
れ
て

い
る
特
別
交
付
金
を
取
り
消
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。

今
ま
で
の

評
価
か
ら

見
て
特
別
交
付
金
は
維
持
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
合
併
な

ど
の
関
係
で
特

別
交
付
金
の
見
直
し
の
恐
れ
も

あ
る
の
で
、
注
意
し
て
対
応
す

る
。

み
か
ん
産
業
の
振
興
策

が
他
県
に
比
べ
劣
っ
て

い
る
。
町
は
県
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
要
望
を
し
て
い
る
の
か
。

十
四
年
度
か
ら

貯
蔵
み
か
ん
産

地
活
性
化
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
町
単
事
業
も

他
町
村
以
上
に
予
算
計
上
し
て

い
る
が
、
今
後
も
産
地
確
立
を

目
指
し
、
県
の
事
業
と
合
わ
せ

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

町
内
の
商
業
は
売
上
げ

が
毎
年
三
十
％
程
度
下

が
っ
て
い
る
。
三
百
万
円
の
商

品
券
補
助
で
は
不
十
分
だ
。
更

な
る
支
援
策
を
。

商
工
会
へ
は
商
品
券
を
含
め

五
百
七
十
万
円
の
補
助
を
し
て

い
る
が
、
今
後
も
財
政
の
許
す

限
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

中

西

晴

美
議
員

十
七
年
度
の
決
算
見
込

み
と
財
政
対
策
は
。

歳
入
四
十

三
億
三
千

万
円
、
歳
出
三
十
九
億
四
千
万

円
、
経
常
収
支
比
率
九
十
五
％
、

財
政
力
指
数
〇
・
二
四
、
公
債

費
比
率
二
十
五
・
五
％
、
起
債

制
限
比
率
十
六
・
五
％
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
十
八
年
度
は

税
源
移
譲
も
あ
る
が
、
交
付
税

が
厳
し
い
見
通
し
か
ら
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
予
算
編
成
を
し

て
い
る
。

十
七
年
度
の
病
院
経
営

は
良
好
で
あ
っ
た
が
、

四
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
で

今
後
の
経
営
は
厳
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

入
院
収
益
は
加
算
分
が
す
べ

て
算
定
か
ら
外
さ
れ
一
千
万
円

か
ら
一
千
二
百
万
円
、
外
来
は

単
純
に
計
算
す
る
と
一
千
三
百

万
円
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
。

問

問

問

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

勝
浦
病
院

診
療
報
酬
改
定
で

厳
し
く
な
る
の
で
は

か
な
り
の
減
収
を
想
定

︵
病
院
事
務
局
長)

問

答

町
長

問

答

町
長

商
業
支
援
策
の

強
化
を

診療報酬改定で減収予想

み
か
ん
の
振
興
策
は

産
地
確
立
を
目
指
し
支
援
を
続
け
る

︵
町
長
︶

国
保
税
引
き
下
げ

は
問
題

答
戸
川
参
事

十
七
年
度
決
算
の

見
込
み
は

答
戸
川
参
事

答
幸
野
病
院
事
務
局
長

町 長

DTP
商業支援策の強化を

DTP
国保税引き下げは問題

DTP
十七年度決算の見込みは



議会だより かつうら7

一 般 質 問

悪
質
な
町
税
滞
納
者
な

ど
に
は
法
的
手
段
で
対

応
す
べ
き
と
思
う
が
、
基
本
的

な
考
え
方
は
。

町
税
滞
納
者
は

県
の
滞
納
整
理

機
構
を
活
用
し
て
強
い
姿
勢
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

棚
野
地
区
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
地
籍
調
査
は
、

何
年
ぐ
ら
い
で
完
了
す
る
見
込

み
か
。
ま
た
、
境
界
を
知
る
人

も
少
な
く
な
り
、
補
助
金
も
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
課

の
統
合
を
契
機
に
一
日
も
早
く

完
了
す
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

町
長
の
考
え
方
を
職
員

に
浸
透
さ
せ
る
た
め
や
、

合
併
問
題
な
ど
近
隣
市
町
村
と

の
調
整
役
と
し
て
も
早
く
助
役

を
選
任
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

参
事
や
課
長
に

も
大
き
な
負
担

を
か
け
て
い
る
の
で
、
補
佐
役
、

相
談
役
と
し
て
助
役
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
人
選
を
急
ぎ
議

会
の
同
意
を
得
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

町
長
は
全
地
区
に
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
て

そ
れ
を
核
に
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
公
約
に
し

て
い
る
が
、
課
の
統
合
効
果
を

発
揮
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
、
各

地
区
の
役
員
や
消
防
団
の
協
力

を
得
て
一
日
も
早
く
防
災
体
制

を
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
組
織

は
年
内
に
九
地

区
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
全

地
区
で
の
訓
練
も
考
え
て
い
た

が
時
間
と
人
手
が
足
り
ず
実
現

で
き
て
い
な
い
。
防
災
無
線
や

光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
よ
り
情

報
も
早
く
伝
わ
る
の
で
、
役
場

と
地
域
と
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
災
害
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

何
年
で
完
了
す
る
か
全
く

見
当
が
つ
か
な
い
。
今
年
度
も

三
千
万
円
の
予
算
要
求
を
し
た

が
一
千
七
百
万
円
し
か
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
課
の
統
合
効
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
。

昨
年
も
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
何
一
つ
前
進
し

て
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
何
か
。

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
早
く
分
別
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。

問

問

問問

答
松
田
住
民
課
長

答

町
長

森
　

敏

治
議
員

助
役
選
任
を
急
げ

で
き
る
だ
け
早
く
選
任
し
た
い
︵
町
長
︶

防
災
対
策

一
日
も
早
い

取
り
組
み
を

答

町
長

町
税
滞
納
者
に

対
す
る
姿
勢
は

悪
質
者
に
は
強
く

対
応
　
　
︵
町
長)

答

町
長

地
籍
調
査

完
了
は
い
つ

全
く
見
当
が
つ
か
な
い

︵
産
業
建
設
課
長)

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

前
進
し
な
い

ゴ
ミ
分
別

問
松田住民課長

地籍調査の完了はいつ

DTP

森敏治議員

DTP
一日も早い取り組みを

DTP
町税滞納者に対する姿勢は

DTP
前進しないゴミ分別



生
小
通
学
路
の
中
角
地

区
は
道
幅
が
狭
く
、
以

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
危
険

な
場
所
だ
。
地
元
の
人
も
改
良

に
協
力
的
と
聞
く
。
県
と
協
議

し
早
く
対
応
を
。地

元
関
係
者
の

熱
心
な
努
力
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
早
期
の

改
良
に
向
け
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
が
、
全
地
区
で
組
織
化
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
庁
内

に
二
人
の
担
当
者
を
置
き
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

勝
中
の
耐
震

化
は
、
学
校

施
設
整
備
三
年
計
画
の
補
助
事

業
を
申
請
し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
を
め
ど
に
、

二
保
育
所
の
内
一
つ
を

民
営
化
の
方
針
だ
が
、
全
国
数

カ
所
で
民
営
化
反
対
の
訴
訟
が

起
き
て
い
る
。
町
民
に
十
分
説

徳
島
市
長
は
、
人
口
四

十
万
人
規
模
の
中
核
市

構
想
を
示
し
、
徳
島
東
部
地
域

の
あ
り
方
を
考
え
る
懇
話
会
を

設
置
す
る
と
し
て
い
る
が
、
合

併
を
含
め
本
町
は
ど
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
で
臨
む
の
か
。

東
部
地
域
の
あ

り
方
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
す
る
た
め
の
懇
話

会
と
し
て
は
賛
成
だ
が
、
こ
の

会
は
合
併
を
前
提
と
し
な
い
と

い
う
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
。

地
震
防
災
対
策
の
進
ち

ょ
く
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
計
画
は
、
ま
た
勝
中
の

耐
震
化
工
事
予
定
は
。現

在
、
八

地
区
で
自

明
し
関
係
者
の
理
解
を
得
て
慎

重
に
進
め
る
べ
き
だ
。第

二
次
行

財
政
改
革

の
中
で
、
一
つ
の
保
育
所
の
民

営
化
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

十
八
、
九
年
度
に
十
分
調
査
、

研
究
し
町
民
に
広
く
説
明
し
な

が
ら
関
係
者
の
理
解
を
深
め
進

め
て
い
き
た
い
。鳴

門
市
や
小
松

島
市
な
ど
先
進

地
の
事
例
や
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
、
受
け
皿
等
を
調
査
、

研
究
し
、
保
護
者
や
関
係
者
と

協
議
、
検
討
し
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。

問

議会だより かつうら 8

一 般 質 問

答
戸
川
参
事

答

町
長

問

答
教
育
長

問

教育長

徳
島
市
の
中
核
市
構
想

本
町
の
臨
む
ス
タ
ン
ス
は

合
併
を
前
提
と
し
な
い
︵
町
長
︶

大

西

一

司
議
員

危険な生小通学路

防
災
対
策

今
後
の
計
画
は

二
人
の
担
当
者
を
配
置

︵
参
事)

保
育
所
民
営
化

関
係
者
の
理
解
が

必
要
で
は

町
民
に
広
く
説
明
し

進
め
て
い
く
︵
参
事)

答

町
長

問 生
小
通
学
路

狭
あ
い
部
の

改
良
急
げ

早
期
着
工
に
取
り
組
む

︵
町
長)

答

町
長

答
戸
川
参
事

DTP
関係者の理解が必要では
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一 般 質 問

ま
じ
め
に
働
い
て
い
る

が
、
生
活
が
大
変
で
国

保
税
を
払
え
な
い
世
帯
が
あ
る
。

条
例
で
は
減
免
対
象
を
﹁
貧
困

に
よ
り
生
活
の
た
め
の
扶
助
を

受
け
る
者
﹂﹁
災
害
等
に
よ
り

保
育
料
の
支
払
い
に
困

っ
て
い
る
と
い
う
保
護

者
の
声
が
あ
る
。
保
育
料
の
基

準
額
を
見
直
し
、
若
い
世
帯
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う

保
育
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

ま
た
、
勝
浦
町
で
子
育
て
を

し
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

第
三
子
か
ら
の
保
育
料
を
無
料

に
し
て
は
。

今
年
度
に
基
準

額
の
見
直
し
を

す
る
の
で
、
そ
こ
で
検
討
し
た

い
。ま

た
、
第
三

子
か
ら
無
料
に

で
き
れ
ば
と
い

う
思
い
も
あ
る

が
、
十
分
勉
強

し
て
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組

み
た
い
。

生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た

者
﹂
と
あ
る
が
、
過
去
五
年
間

で
申
請
し
た
人
数
と
適
用
し
た

事
例
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
お
飾
り
的
な
条
例
で

は
な
く
、
生
活
保
護
基
準
な
ど

を
も
と
に
現
実
的
な
対
応
を
す

べ
き
で
は
。

二
人
の
申

請
が
あ
っ

た
が
、
適
用
し
た
事
例
は
な
い
。

本
町
に
は
減
免

の
取
扱
い
要
領

が
あ
り
、
申
請
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
も
と
づ
い
て
対
応
し
た
い
。

介
護
保
険
制
度
の
改
定

に
よ
り
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
不
都
合
は
な
い
の
か
。

例
え
ば
、
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
が

今
ま
で
二
千
円
く
ら
い
の
負
担

で
利
用
で
き
た
の
に
、
二
万
円

以
上
に
な
り
困
っ
て
い
る
と
い

う
事
例
も
出
て
い
る
。
町
独
自

の
対
策
も
必
要
で
は
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
滞
納

額
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

利
用

料
が

高
く
な
っ
た
人
も
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
町
の
独
自
施
策
は
難

し
い
が
、
社
協
等
と
連
携
し
な

が
ら
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
十
七
年
度
は
二
十
七

人
、
約
九
十
二
万
円
の
滞
納
が

あ
っ
た
。

問

答

町
長

答

町
長

岩佐福祉課長

問 国
保
税
減
免
の

実
態
は

適
用
事
例
は
な
い

︵
参
事)

井
出
美
智
子
議
員

第
三
子
か
ら
の
保
育
料
を

無
料
に
し
て
は

で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
も

︵
町
長
︶

答
戸
川
参
事

シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
料
が

十
倍
に
な
る
事
例
も

答
岩
佐
福
祉
課
長

問

第三子からの保育料を無料にしては

DTP
第三子からの保育料を無料にしては

DTP
国保減免の実態は
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二
学
期
制
に
つ
い
て
は
、

県
下
で
導
入
し
て
い
る

学
校
を
参
考
に
成
果
と
問
題
点

を
十
分
検
討
し
、
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
と
の
方
針
で
あ
っ

た
が
結
論
は
出
た
の
か
。

ま
た
、
県
の
指
導
方
針
は
。

現
在
、
小
学

校
二
百
二
十

二
校
中
八
十
八
校
、
中
学
校
は

九
十
校
中
三
十
九
校
が
二
学
期

制
に
移
行
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
校
長
会
、
教
育
委
員
会

で
審
議
し
結
論
と
し
て
﹁
三
学

期
制
の
方
が
節
目
が
つ
い
て
良

い
﹂
と
い
う
意
見
で
あ
り
、
そ

の
方
向
で
い
き
た
い
。

県
教
育
委
員
会
は
移
行
に
つ

い
て
十
分
検
討
す
る
よ
う
に
と

の
こ
と
で
あ
る
。

町
長
は
三
月
議
会
で
助

役
選
任
は
早
急
に
対
応

し
た
い
と
答
弁
し
た
が
、
現
在

も
不
在
の
ま
ま
で
あ
る
。
選
任

の
時
期
を
示
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
参
事
は
助
役
不
在
の

影
響
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
か
。

四
月
、
五
月
は

行
事
も
多
く
時

間
的
に
ゆ
と
り
が
な
く
遅
れ
て

い
る
。
補
佐
役
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
の
で
、
選
任

に
つ
い
て
は
九
月
議
会
を
め
ど

に
結
論
を
出
し
た
い
。助

役
不
在

は
各
課
の

調
整
、
職
員
の
担
当
事
務
の
指

揮
、
監
督
な
ど
を
十
分
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
る
。

老
朽
化
し
た
星
谷
橋
の

架
け
替
え
は
、
町
の
振

興
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
大

き
な
課
題
だ
。
財
政
の
厳
し
さ

は
理
解
し
て
い
る
が
、
基
金
等

を
創
設
し
前
向
き
の
対
応
が
望

ま
れ
る
が
。

県
と
の
協
議
の

中
で
本
町
の
財

政
事
情
も
十
分
に
説
明
し
、
対

応
を
考
え
た
い
。

一
時
的
に
帰
省
し
て
い

る
子
供
が
、
町
内
の
子

育
て
支
援
策
に
参
加
で
き
る
よ

う
配
慮
で
き
な
い
か
。

補
助
事
業
な
の

で
法
的
な
問
題

を
よ
く
研
究
し
、
可
能
な
ら
ば

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問

問 二
学
期
制
の
導
入
は

国

清
　

栄
議
員

助
役
選
任
の
時
期
は

九
月
議
会
を
め
ど
に
︵
町
長
︶

現
状
で
い
き
た
い

︵
教
育
長)

答
戸
川
参
事

星谷橋架け替え基金の創設を

子
育
て
支
援

帰
省
中
の
子
供
も

対
象
に
し
て
は

法
的
に
可
能
な
ら
ば

前
向
き
に
　
︵
町
長)

答

町
長

参　事

問

答

町
長

問

答

町
長

答
教
育
長

星
谷
橋

今
後
の
取
り
組
み
は

財
政
事
情
を
含
め
県

と
協
議
　
　
︵
町
長)

DTP
国清栄議員

DTP
参事
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原
案
作
成
が
遅
れ
、
昨
年
の

五
月
以
後
組
合
長
会
議
は
開
催

し
て
い
な
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
中
で
最
も
重
要
な
事
業
な
の

で
、
補
正
対
応
も
し
て
い
き
た

い
。

町
長
は
所
信
表
明
で
区

長
会
を
通
じ
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

出
前
講
座
を
行
い
た
い
と
い
っ

て
い
た
が
、
今
議
会
で
は
団
体

な
ど
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
開

催
す
る
と
答
弁
が
違
っ
て
き
て

い
る
。
軌
道
修
正
し
た
の
か
。

各
区
に
お
願
い

す
る
方
法
で
は

陳
情
型
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

グ
ル
ー
プ
、
団
体
等
で
テ
ー
マ

を
し
ぼ
り
二
十
人
程
度
で
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
将
来
は

区
長
に
お
願
い
し
て
地
区
ご
と

に
行
う
機
会
も
設
け
た
い
。

今
ま
で
の
答
弁
で
は
、

簡
易
水
道
の
町
営
化
は

十
七
年
度
中
に
原
案
を
作
成
し
、

組
合
長
会
議
で
説
明
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
何
回

会
議
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
結

論
が
出
た
の
か
。

ま
た
、
施
設
も
老
朽
化
し
て

き
て
お
り
、
補
正
予
算
も
必
要

で
な
い
か
。

町
内
の
公
共
施
設
有
料

化
を
十
月
を
め
ど
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

か
。
ま
た
、
各
施
設
の
使
用
料

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

公
共
施
設
を
効

率
的
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

学
校
体
育
館
、
社
会
体
育
館

で
一
時
間
一
面
三
百
十
五
円
、

ナ
イ
タ
ー
施
設
で
小
学
校
六
百

三
十
円
、
中
学
校
が
一
面
千
五

十
円
と
試
算
し
て
い
る
が
、
今

後
、
各
種
団
体
と
も
よ
く
協
議

し
て
い
き
た
い
。

三
月
議
会
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
人
事
異

動
も
含
め
て
業
務
全
体
の
停
滞

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
状
況

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

問
題
点
に
つ
い

て
は
、
職
員
と

協
議
し
、
的
確
に
指
示
を
し
て

い
き
た
い
。

各
課
が
連

携
し
て
町

民
の
目
線
に
立
ち
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問答

町
長

答
秋
成
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答
戸
川
参
事

簡
易
水
道
町
営
化

そ
の
後
の

取
り
組
み
は

問

課
の
統
合
に
よ
る

問
題
点
に

ど
う
対
処

問

答

町
長

西

浜

勝

己
議
員

出
前
講
座
は
軌
道
修
正
か

グ
ル
ῴ
プ
・
団
体
な
ど
小
規
模
で

︵
町
長
︶

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

公
共
施
設
の
有
料
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の

影
響
は

効
率
的
運
用
を
︵
町
長)

できるのか　簡易水道の町営化

問

答

町
長

倉坪産業建設課長

DTP
その後の取り組みは

DTP
課の統合による問題点にどう対処



DTP
元気が一番

DTP
井出クニエさん（今山）明治43年11月10日生（満95歳）家族八人の洗濯は大仕事

DTP
1976年65歳のころ

DTP
編集後記

DTP
昭和44年度勝浦町成人式記念（S.44.1.2）




